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＜通所利用外来患者様情報＞

・古舘　ヨリ様～血圧142/88mmHg　　体重65.4kg(+0.8g)

　　　　　　　　特に変わりはないとの事。食事療法は続けるようにと指導がある。

・松永　勘五郎様～幸房での仕事で、他者の事を尋ねられ、「いや～。あの人はチラシ係りです。

　　　　　　　　　私は、ランチ係りです」と説明されている。特に変わりは無いとの事。

＜外来患者様情報＞

・久保　清美様～56歳。統合失調症。平成22年8月10日当院退院後、初外来。本人様のみ受診。
日課チェック表を持参されている。食欲・睡眠は良く、恐怖感も無いとの事。

自己血糖測定も施行していて、食べ過ぎないようにしていると話している。

次回9/11(土)採血検査の予定としている。
・西舘　美穂子様～44歳。統合失調症。8月7日2回目のハロマンス（100）1A筋肉注射施行している

が、顔面神経痛みたいになった・全身の筋肉痛がある・体が重い・足が震えてじ

っとしていられないなど訴える。7月10日から変薬していた為、今回は、抗パ－

キンソン薬を処方し　次回、服薬調整をする事にしている。

· 管　利彦様～48歳。神経症性障害。当院には、平成21年4月9日から通院。兄様同伴で受診。

兄様より、平成14・15年頃、アルコ-ルの治療で、芙蓉会病院に入院した事がある

が、前立腺肥大により３ヶ月を待たずに退院した経緯があり、シアナマイドも途中

から飲まなくなっていた。今年、1月頃から飲酒を再開し、酩酊状態になるまで飲み、

日中も飲んでいる状態で、些細な物音にも反応し、近所に怒鳴ったりする事があり、

最近特に近所からの苦情が相次ぎ、大家からアパ－トを出て行くように言われてい

る為、これを機会に断酒させたいとの話がある。当院でのアルコ－ル依存症治療プ

ログラム及び、入院治療契約書について説明し、本人様も治療意志を示される。

当院での受け入れが整い次第連絡するという事で入院予約としている。

・大崎　尚様～新患。19歳。神経症。両親が離婚した為、現在は母と二人暮し。

平成21年3月高校卒業し、4月から現在の水産加工場に勤務しているが、

仕事に慣れず、無口な方なので職場の人と会話が出来ず注意をされる。

目上の人といると緊張が高まり震えや発汗が強くあるとの事。朝は緊張して仕事に行

きたくなく、最近では休みがちとなったり、仕事から帰ると憂うつ感が強い為、改善

したいと思い受診。CMI領域「Ⅳ」　抗うつ薬・抗不安薬を処方。
















































